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川
勝
知
事
は
熊
本
県
庁
で
行
わ

れ
た
震
災
犠
牲
者
追
悼
式
に
合
わ

せ
て
来
熊
。
静
岡
県
は
地
震
発
生

直
後
か
ら
全
国
知
事
会
を
通
し
て

　

国
土
交
通
省
が
３
月
27
日
に
発

表
し
た
２
０
１
８
年
１
月
１
日
時

点
の
公
示
地
価
に
よ
り
ま
す
と
、

嘉
島
町
の
住
宅
地
が
プ
ラ
ス
１
・

８
％
と
２
年
ぶ
り
に
地
価
上
昇
に

転
じ
ま
し
た
。

　

町
の
公
示
地
価
は
上
昇
続
き
で

し
た
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
前

回
（
17
年
１
月
１
日
時
点
）
発
表

で
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
７
％
と
下
落
。

マ
イ
ナ
ス
４
・
５
％
だ
っ
た
益
城

町
も
今
回
、
プ
ラ
ス
２
・
０
％
と

上
昇
に
転
じ
る
な
ど
熊
本
市
を
中

心
に
す
る
都
市
圏
の
震
災
復
旧
・

復
興
ぶ
り
が
映
し
出
さ
れ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
示
地
価
の
調
査
対
象
は
嘉
島

町
な
ど
13
市
７
町
の
２
５
１
地
点

で
す
。
今
回
は
県
内
で
１
９
９
２

年
以
来
、
26
年
ぶ
り
に
商
業
地
ば

か
り
か
、
全
用
途
地
（
住
宅
地
、

工
業
地
を
含
む
）
で
も
地
価
上
昇

に
転
じ
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
救
援
・
支
援
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
を
務
め
、
職
員
を
派

遣
し
た
り
、
中
学
生
の
防
災
教
育

で
相
互
交
流
を
図
っ
た
り
し
て
い

嘉
島
町
の
地
価
上
昇

国

交

省

公
示
地
価

ま
す
。

　

荒
木
町
長
が
「
温
か
な
心
配
り

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

と
謝
意
を
表
す
る
と
、
川
勝
知
事

も
「
自
然
の
猛
威
は
人
知
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

熊
本
地
震
の
実
例
な
ど
踏
ま
え
て

改
訂
し
た
静
岡
県
「
避
難
生
活
の

手
引
き
」
と
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

　

懇
談
に
続
き
、
川
勝
知
事
は
荒

木
町
長
と
共
に
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
完
全
復
旧
を
果

た
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工

場
へ
出
向
き
、
橋
本
猛
工
場
長
か

ら
被
災
か
ら
復
旧
ま
で
の
足
取
り

な
ど
に
関
し
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
２
年
と
な
っ
た

４
月
14
日
、
静
岡
県
の
川
勝
平
太

知
事
が
嘉
島
町
役
場
に
荒
木
町
長

を
訪
ね
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

町
役
場
に
荒
木
町
長
（
手
前
左
）
を

訪
ね
、
防
災
な
ど
で
意
見
を
交
わ
す

川
勝
静
岡
県
知
事
（
右
端
）

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
を

視
察
し
た
川
勝
静
岡
県
知
事
に

荒
木
町
長
（
左
端
）
も
同
行

荒木町長と防災談議荒木町長と防災談議

来町の静岡県知事

「避難生活の手引き」贈る

　

嘉
島
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊

本
工
場
製
造
の
飲
料
製
品
に
特
別

な
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
「
く
ま
も

と
応
援
缶
」
が
九
州
限
定
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
く
熊
本

地
震
復
興
支
援
の
取
り
組
み
。

　

熊
本
城
の
イ
ラ
ス
ト
と
復
興
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
「
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
「
金
麦
」

「
オ
ー
ル
フ
リ
ー
」
の
各
３
５
０

㍉
㍑
缶
の
売
上
か
ら
１
缶
に
つ
き

５
〜
10
円
を
熊
本
城
再
建
に
寄
付
。

計
５
万
１
千
㌜
の
出
荷
が
見
込
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
回
目
の
今
回
は
「
阿
蘇
の
天

然
水
」
と
「
熊
本
の
晩
柑
＆
阿
蘇

の
天
然
水
」
も
期
間
限
定
で
対
象

（
１
本
当
た
り
２
円
）
に
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

震
災
復
興
を

応
援
し
ま
す

サ
ン
ト
リ
ー
企
画

サ
ン
ト
リ
ー
企
画

嘉島町のサントリー九州

熊本工場で製造された

「くまもと応援缶」。熊本

城のイラストと復興への

メッセージが入っている
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嘉
島
町
上
仲
間
に
完
成
し
た
移

動
棚
メ
ー
カ
ー
「
金
剛
」
（
本
社
・

熊
本
市
）
の
新
工
場
で
３
月
28
日
、

落
成
式
と
記
者
会
見
が
開
か
れ
、

田
中
稔
彦
社
長
（
58
）
は
新
た
な

進
出
先
に
嘉
島
町
を
選
ん
だ
理
由

な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
田
中
社
長
は
「
い

ち
早
く
荒
木
町
長
か
ら
誘
い
を
受

け
、
積
極
的
に
情
報
提
供
い
た
だ

い
た
」
と
述
べ
、
新
た
な
事
業
展

開
に
対
応
で
き
る
交
通
ア
ク
セ
ス

な
ど
嘉
島
町
の
優
位
性
を
進
出
理

由
に
挙
げ
ま
し
た
。
防
災
面
に
関

し
て
も
十
分
な
耐
震
対
策
を
講
じ
、

「
町
の
河
川
改
修
で
水
害
も
問
題

な
く
安
全
」
と
太
鼓
判
。

　

荒
木
町
長
も
有
力
な
地
場
企
業

の
進
出
を
歓
迎
し
、
「
こ
の
嘉
島

町
か
ら
金
剛
の
優
良
な
製
品
が
全

国
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
と
出
荷
さ

れ
て
い
く
の
は
震
災
復
興
の
大
き

な
弾
み
に
な
る
」
と
金
剛
の
一
層

の
躍
進
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
約
60
億
円
を
投
じ
た

金
剛
の
新
工
場
は
鉄
骨
一
部
２
階

建
て
（
延
べ
床
面
積
約
１
万
２
千

平
方
㍍
）
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た

塗
装
設
備
が
５
月
に
も
本
格
稼
働

し
、
加
工
や
組
み
立
て
な
ど
の
工

程
も
上
熊
本
工
場
か
ら
順
次
移
管

さ
れ
、
将
来
的
に
は
全
製
造
工
程

が
嘉
島
町
の
新
工
場
に
集
約
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

写真上は荒木町長（左）と共に記者会見に臨む

田中金剛社長。引き続き、完成した新工場の見

学会（写真下）も行われた

　

嘉
島
町
嘱
託
員
の
新
年
度
初
の

会
議
が
４
月
19
日
、
町
役
場
で
開

か
れ
、
町
内
13
区
の
う
ち
新
任
と

再
任
の
６
人
に
荒
木
町
長
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

嘱
託
員
は
、
各
区
の
区
長
と
し

て
区
内
の
世
話
役
を
務
め
る
一
方
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
に
も
当
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
荒
木
町
長
が
「
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
町
の

さ
ら
な
る
発
展
に
お
力
添
え
願
い

ま
す
」
と
改
め
て
協
力
を
要
請
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
30
年
産
水
稲
の
種

ま
き
や
田
植
え
の
期
日
決
定
、
町

道
改
良
工
事
の
施
行
申
請
な
ど
の

連
絡
、
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
、
再
任
の
嘱
託
員
は
表
の

通
り
で
す
（
◎
新
任
、
○
は
再
任
、

敬
称
略
）
。

新年度初の会議に先立ち、新任と再任の嘱託員に

委嘱状を手渡す荒木町長（左）

行
政
区

氏　

名

◎

三
郎
無
田

田
端　

雅
充

◎

鯰

末
武　

信
男

◎

滝
河
原

福
山　

辰
美

◎

高
田

宮
原　

雄
次

◎

上
仲
間

清
﨑　

正
文

○

下
仲
間

松
本　

一
幸

交
通
、
防
災
を
重
視

交
通
、
防
災
を
重
視

　
　

嘉
島
町
進
出
の
「
金
剛
」
明
か
す

　
　

嘉
島
町
進
出
の
「
金
剛
」
明
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
町
長
と
記
者
会
見

荒
木
町
長
と
記
者
会
見

田

中

田

中

社

長

社

長

 嘉島町嘱託員の新年度初会議

新・再任の６人に委嘱状
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嘉
島
町
の
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
（
３

月
定
例
町
議
会
で
可
決
）
は
総
額
53
億
４
２
４
９
万

円
で
す
。

　

当
初
予
算
と
し
て
初
め
て
１
０
０
億
円
を
突
破
し
、

過
去
最
高
の
１
０
２
億
７
１
６
万
７
千
円
に
上
っ
た

前
年
度
か
ら
47
・
７
％
の
ダ
ウ
ン
、
ほ
ぼ
半
減
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
熊
本
地
震
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
に
め
ど
が

立
ち
、
震
災
復
旧
の
関
連
予
算
が
前
年
度
の
１
割
に

も
満
た
な
い
４
億
７
６
４
６
万
７
千
円
に
と
ど
ま
り
、

91
・
４
％
減
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

た
だ
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
震
災
で
膨
れ
上
が
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
予
算
規
模
が
従
来
の
町
の
ス

ケ
ー
ル
へ
と
立
ち
返
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
順
調
な
復
旧
の
足
取
り
を
物
語
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。

　

事
実
、
町
一
般
会
計
の
規
模
は
当
初
予
算
ベ
ー
ス

で
27
年
度
41
億
４
０
１
４
万
２
千
円
、
28
年
度
40
億

９
４
５
２
万
９
千
円
と
推
移
。
で
す
か
ら
、
震
災
前

の
41
億
円
前
後
に
比
べ
れ
ば
、
30
年
度
は
３
割
強
も

　

町
民
の
暮
ら
し
と
将
来
へ
向
け
た
地
域
振
興
に
配
慮
し

た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
待
機
児
童
の
解
消
。

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
の
一
環
で
保
育
所
施
設
の
整
備

事
業
補
助
金
２
億
９
６
０
１
万
円
を
計
上
。
町
へ
の
「
転

入
超
過
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
宅
地
開
発
も
相
次
ぐ
た
め
、

新
た
な
保
育
施
設
２
カ
所
の
整
備
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
で
は
、
震
災
に
よ
る
嘉
島
東
小
の
放
課
後

施
設
建
て
替
え
に
伴
っ
て
建
設
し
た
「
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
に
続
き
、
西
小
の
学
童
施
設
整
備
事
業
費
１
億
９

４
０
２
万
円
を
予
算
化
。

　

将
来
を
見
据
え
た
土
地
区
画
整
理
事
業
費
も
芝
原
地
区

２
億
５
０
５
１
万
５
千
円
、
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜

（
も
り
）
」
１
億
２
７
８
６
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
と
災
害
復
旧
費
を
合
わ
せ
た
投
資
的

経
費
の
総
額
は
15
億
５
９
０
５
万
２
千
円
と
な
り
、
構
成

比
29
・
２
％
は
前
年
度
38
・
２
％
か
ら
９
㌽
ダ
ウ
ン
。
そ

れ
で
も
28
年
度
の
17
・
９
％
に
比
べ
、
高
い
水
準
な
の
は

復
旧
か
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
基
盤
強
化
の
た
め
で
す
。

子育て後押し 地域振興

総務費
11.2％

民生費
36.5％

衛生費
6.9％

土木費
19.0％

農林水産業費
4.3％

商工費
0.2％

消防費
3.4％

議会費
1.2％

予備費
0.5％

公債費
7.3％

災害復旧費
2.0％

教育費
7.5％

歳出

平成30年度

予算点検

主な事業（予算の使い道）

 ［扶助費］ 

施設型（保育）給付費扶助 4億0165万2千円
児童手当扶助 1億8378万0千円
障害者自立支援給付費扶助 8903万7千円

 ［補助費等］ 

上益城消防組合負担金 1億3976万3千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金
 8995万3千円
農地維持・資源向上共同活動支払交付金
 3227万6千円
御船地区衛生施設組合負担金 3017万0千円
環境保全型農業支援対策事業補助金
 1853万2千円

 ［維持補修費］ 

町道維持補修費 1587万0千円

 ［普通建設事業費］ 

保育所施設整備補助事業 2億9601万0千円
芝原土地区画整理事業 2億5051万5千円
道路橋りょう新設改良事業 2億0357万0千円
西小学童施設整備事業 1億9402万0千円
嘉島東部台地土地区画整理事業 1億2786万5千円

 ［繰　出　金］ 

介護保険特別会計繰出金 1億3109万1千円
公共下水道事業特別会計繰出金 1億2711万2千円
後期高齢者医療広域連合負担金 1億2593万1千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3259万7千円
国民健康保険特別会計繰出金 7539万7千円
簡易水道事業特別会計繰出金 1693万5千円

議会費 6548万2千円

総務費 5億9627万6千円

民生費 19億4778万8千円

衛生費 3億6642万3千円

農林水産業費 2億2969万9千円

商工費 1017万7千円

土木費 10億1646万1千円

消防費 1億8299万9千円

教育費 3億9905万4千円

災害復旧費 1億0545万3千円

公債費 3億9300万0千円

予備費 2967万8千円

平成30年度 歳出予算額 53億4249万0千円

歳　出

の
大
盛
り
具
合
。
な
お
震
災
対
応
へ
の
目
配
り

が
欠
か
せ
な
い
状
況
で
す
。

　

で
は
、
町
の
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
を
歳
出
、
歳
入
別
に
見
て
み
ま
す
。 

（
財
政
係
）
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予
算
規
模
が
〝
半
減
〞
し
た
の
を
歳
入
面
か

ら
見
ま
す
と
、
国
や
熊
本
県
か
ら
の
支
出
金
の

減
額
が
主
因
で
す
。
前
年
度
は
震
災
復
旧
へ
向

け
、
か
つ
て
な
か
っ
た
５
倍
増
の
43
億
５
７
０

９
万
円
ま
で
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
が
、
30
年
度

は
14
億
５
３
６
１
万
５
千
円
止
ま
り
。

　

こ
れ
で
依
存
財
源
の
割
合
は
前
年
度
の
72
・

９
％
か
ら
54
・
４
％
に
落
ち
、
対
照
的
に
町
の

財
政
力
を
指
し
示
す
と
い
わ
れ
る
町
税
や
繰
入

金
な
ど
の
自
主
財
源
が
45
・
６
％
ま
で
回
復
し

ま
し
た
。
た
だ
額
的
に
は
24
億
３
５
０
６
万
９

千
円
で
、
前
年
度
の
27
億
６
８
０
８
万
４
千
円

に
及
び
ま
せ
ん
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
自
主
財
源
の
柱
の
町
税

　国民健康保険をはじめ、町は

30 年度も一般会計とは別に六つ

の特別会計予算を編成しました。

　一般会計と同様に前年度、震災

の影響で復旧工事費が膨らんだ公

共下水道事業特別会計予算も 3 億

9828 万 9 千 円（ 前 年 度 5 億 646

万 7 千円）と落ち着いてきました。

一般会計当初ほぼ半減

町税
27.1％

繰入金
13.6％

繰越金
0.6％

分担金・負担金
2.3％

使用料・手数料
1.0％

財産収入・寄付金・
諸収入　1.0％

自主財源（45.6％）依存財源（54.4％）

地方交付税・
地方特例交付金
11.6％

国県支出金
27.2％

地方消費税交付金等
3.8％

地方譲与税
0.8％

町債
11.0％

歳入

歳　入

特別会計

町税 14億4810万4千円

繰入金 7億2717万8千円

分担金および負担金 1億2376万6千円

使用料および手数料 5280万0千円

財産収入 185万8千円

繰越金 3000万0千円

諸収入 2656万3千円

寄付金 2480万0千円

地方交付税 6億1500万0千円

地方特例交付金 700万0千円

国県支出金 14億5361万5千円

地方譲与税 3990万0千円

利子割交付金 70万0千円

配当割交付金 380万0千円

株式譲渡所得割交付金 150万0千円

地方消費税交付金 1億8900万0千円

自動車取得税交付金 760万0千円

交通安全対策特別交付金 220万6千円

町債 5億8710万0千円

平成30年度 歳入予算額 53億4249万0千円

平成30年度 嘉島町特別会計予算

国民健康保険特別会計予算 10億3970万4千円

住宅新築資金等貸付特別会計予算 14万0千円

介護保険特別会計予算 8億2743万2千円

公共下水道事業特別会計予算 3億9828万9千円

後期高齢者医療特別会計予算 1億2054万1千円

簡易水道事業特別会計予算 2229万9千円

が
14
億
４
８
１
０
万
４
千
円
と
、
前
年
度
の
14

億
３
９
９
９
万
４
千
円
か
ら
微
増
。
復
興
へ
向

け
た
力
強
い
動
き
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
年
度
22
億
６
１
４
９
万
３
千

円
に
上
っ
た
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
を
５
億
８

７
１
０
万
円
ま
で
抑
え
込
む
一
方
、
町
の
貯
金

に
当
た
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
も
５
億

５
０
０
０
万
円
と
前
年
度
の
８
億
８
８
４
３
万

３
千
円
か
ら
極
力
減
額
。

　

必
要
不
可
欠
な
震
災
対
応
へ
の
手
当
て
は
当

然
で
す
が
、
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
自
主
財

源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
め
り
は
り
の

利
い
た
予
算
措
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
債
、
基
金
取
り
崩
し
抑
制

　
　

震
災
復
旧
の
歩
調
映
す

平成30年度

予算点検
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嘉
島
東
小
の
入
学
式
は
４
月
10
日
、
同
小
体
育

館
で
開
か
れ
、
昨
年
よ
り
２
人
多
い
33
人
（
男
子

10
人
、
女
子
23
人
）
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
表
情
で
着
席
し
た
新
入
生
は
、
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」
と
元
気
よ
く
返
事
を
し

て
起
立
。
周
囲
を
見
回
し
た
り
そ
わ
そ
わ
し
た
り

す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

田
中
元
校
長
は
「
先
生
や
お
友
達
の
話
を
よ

く
聞
き
、
車
に
気
を
付
け
て
学
校
に
来
て
く
だ

さ
い
」
。
髙
野
隆
教
育
長
は
「
勉
強
や
運
動
に
頑

張
っ
て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

在
校
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
福
永
瑠
菜
さ

ん
は
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。

学
校
は
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
す
て
き
な
東
小
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　嘉島西小の入学式が４月 10 日、同小体育館

で開かれ、新１年生 80 人（男子 38 人、女子

42 人。昨年は 82 人）が学校生活をスタートさ

せました。

　一人ひとり名前を読み上げられた新入生たち

は、信國満徳校長と①自分の命を大切にする②

あいさつをする―という二つの約束。荒木町長

も「勉強や運動を頑張り、明るく元気な小学生

になってください」とお祝いの言葉を贈りました。

　児童代表の冨永七夕さん（６年）が学校紹介

を行って「みんなが笑顔になる西小にしていき

ましょう」と呼び掛けると、新入生代表の下田

結斗さんが「友達をたくさんつくり、勉強も頑

張ります」と元気いっぱい応えました。

嘉島西小では新入生代表の下田結斗さん（左）が

信國満徳校長に抱負を語った

嘉島東小の新１年生代表に教科書を手渡す

田中元校長（右）

ささああ小学１年生小学１年生

命を大切に
忘れずあいさつ忘れずあいさつ

嘉島西小 先生や友達の話

嘉島東小嘉島東小

よく聞こうよく聞こう

おめでとう 入学
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いい
よよ
いい
よよ

中
学
生

中
学
生

努
力
し
続
け
よ
う

努
力
し
続
け
よ
う

志
、
目
標
を
持
っ
て

志
、
目
標
を
持
っ
て

嘉
島
中

　

嘉
島
中
の
第
68
回
（
平
成
30
年

度
）
入
学
式
が
４
月
10
日
、
同
中

体
育
館
で
開
か
れ
、
昨
年
よ
り
６

人
少
な
い
75
人
（
男
子
42
人
、
女

子
33
人
）
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

緊
張
気
味
の
新
入
生
た
ち
に
、

作
田
潤
一
校
長
は
「
志
、
目
標
を

持
っ
て
努
力
し
、
嘉
島
中
の
生
徒

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
３
年
間
に

し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
掛
け
、
荒

木
町
長
も
「
友
達
と
共
に
励
ま
し

合
い
、
競
い
合
っ
て
日
々
努
力
を

惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
の
白
神
尚
也
さ
ん

（
３
年
）
が
「
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ス

マ
イ
ル
（
笑
顔
の
力
）
で
一
緒
に

新
た
な
嘉
島
中
の
伝
統
を
築
い
て

い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
る
と
、
新

入
生
代
表
の
佐
藤
志
映
さ
ん
が
震

災
体
験
か
ら
得
た
「
思
い
や
り
の

あ
る
中
学
生
に
な
り
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
新
入
生

代
表
の
佐
藤
志
映
さ
ん
（
左
）

入学式に臨んだ新入生たち。

真剣な表情で、しっかり前を見据える

笑顔の力で笑顔の力で⇌⇌思いやりを思いやりを

お返事できた？　大きな声で「は～い」。

嘉島幼稚園の入園式から

　

嘉
島
幼
稚
園
の
入
園
式
が
４
月
11
日
、
同
園
で
開

か
れ
、
新
た
に
33
人
（
３
歳
児
28
人
、
４
歳
児
４
人
、

５
歳
児
１
人
）
が
入
園
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
隣
り
合
っ
て
座
っ
た
新
入
園

児
た
ち
に
、
岩
永
啓
次
園
長
は
「
大
き
な
声
で
『
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』『
行
っ
て
き
ま
す
』、
そ
し
て

早
寝
早
起
き
、
朝
ご
飯
も
し
っ
か
り
食
べ
て
」
と
お

願
い
。
荒
木
町
長
も
「
楽
し
く
遊
ん
で
学
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

今
春
、
新
た
に
嘉
島
保
育
園
に
19
人
、
幼
光
保
育

園
19
人
、
東
部
幼
光
保
育
園
17
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
園

し
て
い
ま
す
。

�������������������� 町内の幼稚園、保育園

入

学

お
め
で
と
う
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嘉
島
西
小

嘉
島
西
小  

信
國
信
國  
満
徳
満
徳  
ささ
んん

　熊本県教職員異動（４月１日付）に伴って
嘉島町の３小中学校に着任した教職員の受け
入れ式が２日、町民会館会議室で開かれまし
た。
　式では辞令交付に引き続き、新たに着任し
た嘉島中と西小の両校長はじめ対象の教職
員 16 人（ほか再任用１人）に、髙野隆町教
育長が「主役の子どもたちが『学んで良かっ

た』と思える学校づくり」への協力を求め、
荒木町長も町の現状に触れながら「町づくり
は人づくりから」と教壇での活躍に期待を表
明しました。
　また３日には新規採用教員４人の受け入れ
式も開かれました。
　今号の特集「先生　ようこそ」は、新たに
着任された先生方の紹介です。

　

―
嘉
島
中
の
印
象
か
ら
。

　

前
任
の
上
益
城
教
育
事
務
所
主

幹
と
し
て
郡
内
を
見
て
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
意
欲
的
で
「
出
来
上

が
っ
た
学
校
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

そ
ん
な
い
い
流
れ
を
継
承
し
つ
つ
、

生
徒
や
先
生
方
、
そ
れ
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
よ
り
一
層
素
晴

ら
し
い
嘉
島
中
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

―
新
た
な
取
り
組
み
は
？

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
共
有
」
で
す
。

皆
で
情
報
・
課
題
か
ら
行
動
、
そ

し
て
成
果
ま
で
共
に
す
る
。
こ
の

嘉
島
中
の
３
年
間
で
、
生
徒
た
ち

が
社
会
に
出
て
思
う
存
分
、
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
学

校
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
専
門
教
科
は
何
で
す
か
。

　

数
学
で
す
。
「
代
数
？　

そ
れ

と
も
幾
何
で
す
か
」
っ
て
聞
か
れ

ま
す
が
、
私
は
「
四
捨
五
入
が
得

意
」
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
初

任
校
の
在
任
が
７
年
に
及
ぶ
な
ど

「
ま
だ
お
ら
ん
な
」
と
〝
長
居
〞

を
求
め
ら
れ
て
ば
か
り
。

　

―
近
況
は
い
か
が
？

　

趣
味
と
い
え
ば
読
書
で
す
が
、

最
近
は
な
か
な
か
読
め
ま
せ
ん
。

あ
と
暇
が
あ
れ
ば
、
散
策
く
ら
い
。

好
き
な
旅
行
で
訪
ね
た
富
士
山
に

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
気

掛
か
り
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
環
境
の
問
題
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
ス
マ
ホ

な
ど
情
報
端
末
に
「
触
れ
る
な
」

と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
絡
み
で
被
害
者
、

加
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
の
教
育

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

社
会
で
発
揮
す
る
力
養
う

社
会
で
発
揮
す
る
力
養
う

育
み
た
い
健
康
な
心
と
体

育
み
た
い
健
康
な
心
と
体

よ
り
良
く
な
る
改
善
策
を
積
極
的

に
出
し
て
い
ま
す
。
学
校
挙
げ
て

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
で
す
。

　

―
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

専
門
の
体
育
に
限
ら
ず
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
な
心
と
体
を
育
み
、

養
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
将
来
、

夢
を
実
現
さ
せ
る
ベ
ー
ス
で
す
か

ら
。
で
な
け
れ
ば
、
意
欲
や
集
中

力
を
欠
き
、
途
中
で
く
じ
け
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
素
直
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
、
「
ど
う

し
た
の
？
」
と
い
う
思
い
や
り
が

「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
い
う
大
切

な
つ
な
が
る
心
に
。

　

―
体
育
は
何
が
専
門
で
す
か
。

　

陸
上
で
す
。
学
生
時
代
は
中
長

距
離
、
主
に
８
百
㍍
で
し
た
。
教

職
を
志
し
た
の
も
高
校
時
代
の
陸

上
部
の
恩
師
へ
の
あ
こ
が
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
中
学
か
高
校
の
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て

立
っ
た
教
壇
が
小
学
校
。
そ
こ
で

の
〝
出
会
い
〞
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

上
益
城
郡
５
町
の
う
ち
４
町
は

巡
っ
て
き
ま
し
た
が
、
嘉
島
町
は

こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　

―
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
方
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
創

意
、
工
夫
が
授
業
で
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
と
の
触
れ
合
い
や

勤
労
な
ど
豊
か
な
体
験
活
動
と
あ

わ
せ
て
深
い
学
び
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

―
嘉
島
西
小
は
？

　

児
童
は
元
気
が
い
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
窓
越
し
に
大
き
な
声
で

私
に
呼
び
掛
け
て
く
れ
、
人
懐
っ

こ
い
一
面
も
。
先
生
方
も
学
校
が

校長校長先生先生インタビューインタビュー

◇さくだ・じゅんいち
55 歳。出身の御船町在住。
三角町（現・宇城市）青海中
を振り出しに上益城郡内の小
中学校で教壇に。熊本大教育
学部卒。

◇のぶくに・みつのり
55 歳。山鹿市（旧鹿北町）
出身、熊本市在住。初任の武
蔵小（熊本市）を除けば上益
城郡内一筋。鹿児島大教育学
部卒。

��������������������������������

嘉

島

中

嘉

島

中  

作
田
作
田  
潤
一
潤
一
ささ
んん
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教頭

堅
かたしま

島　尚
なお

記
き

（矢部中）

①
初
め
て
の
嘉
島
町
勤
務
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
活
気
あ
ふ
れ
る
町
で
す
ね
。

私
も
活
気
あ
る
仕
事
を
し
た
い
で

す
。

②
ど
ん
な
と
き
も
笑
顔
を
絶
や
さ

な
い
心
の
余
裕
を
持
っ
て
い
た
い

で
す
。

③
趣
味
と
ス
ト
レ
ス
発
散
を
兼
ね

て
、
食
べ
た
い
も
の
を
自
分
で
作

る
こ
と
。
お
い
し
か
っ
た
ら
ス
ト

レ
ス
も
解
消
し
ま
す
。教諭

寺
てらもと

元　裕
ゆう

子
こ

（益城中）

①
嘉
島
町
に
つ
い
て
、
中
学
生
や

保
護
者
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
合

い
の
中
で
学
び
、
共
に
前
進
し
て

い
き
た
い
で
す
。
②
一
つ
一
つ
の

こ
と
に
真
面
目
に
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
こ
と
と
、
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
で
す
。
③
短
歌
を
詠
み
は

じ
め
て
２
年
で
す
。
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
画
、

ド
ラ
マ
の
鑑
賞
も
好
き
で
す
。

教諭

田
た

方
がた

　直
なお

樹
き

（大津支援学校）

①
中
学
校
で
の
勤
務
は
初
め
て
に

な
り
ま
す
が
、
自
然
豊
か
な
嘉
島

町
に
赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
学

校
に
慣
れ
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に

成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

②
「
一
生
懸
命
」
③
趣
味
は
、
家

庭
菜
園
で
す
。
今
年
も
夏
野
菜
を

植
え
ま
し
た
。
特
技
は
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。

栄養教諭

中
なかやま

山　葉
よう

子
こ

（益城中）

①
嘉
島
町
に
は
初
め
て
勤
務
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
私
も
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
嘉
島
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
安
全
で
お
い

し
い
給
食
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

②
整
理
整
頓
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た

い
で
す
。
③
仕
事
帰
り
に
ふ
ら
り

と
映
画
を
見
る
こ
と
。
読
書
。

教諭

川
かわさき

﨑　幸
さち

栄
え

（新規採用）

①
今
年
度
か
ら
教
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
嘉
島
中
学
校
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

共
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸

命
、
頑
張
り
ま
す
。
②
ど
ん
な
と

き
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い
。
失
敗
は

成
功
の
も
と
。
③
買
い
物
と
ス

ポ
ー
ツ
（
特
に
フ
ッ
ト
サ
ル
と
バ

レ
ー
）
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

教頭

　溜
たまりぶち

渕　知
ともあき

昭　

（合志南小）

①
初
め
て
の
嘉
島
町
、
初
め
て
の

教
頭
職
と
い
う
こ
と
で
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
と
に
か
く
一
生
懸
命
、

頑
張
り
ま
す
。
②
子
ど
も
が
大
好

き
で
す
。
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち

の
た
め
な
ら
何
で
も
や
り
ま
す
。

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
今

は
も
っ
ぱ
ら
教
え
子
た
ち
の
試
合

観
戦
ば
か
り
で
自
分
の
体
は
動
き

ま
せ
ん
。

教諭

　清
きよ

田
た

　　真
まこと

　

（益城中央小）

①
子
ど
も
た
ち
を
信
じ
、
信
じ
ら

れ
る
人
に
な
る
こ
と
。

②
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
無
き
也

（
な
り
）
。

③
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
。

特
技
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
漫
画
を
か
く
こ
と
で
す
。

教諭

真
ま

嶋
しま

　朋
とも

子
こ

（飯野小）

①
豊
か
な
自
然
と
清
水
に
恵
ま
れ

た
嘉
島
町
で
、
子
ど
も
た
ち
が
清

ら
か
で
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
、
頑
張

り
ま
す
。
②
笑
顔
は
元
気
の
源
。

人
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
③

週
末
は
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
（
テ

ニ
ス
と
バ
レ
ー
）
の
応
援
ば
か
り

で
す
が
、
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

教諭

福
ふくなが

永　里
り お

桜

（新規採用）

①
初
め
て
の
教
師
生
活
が
こ
の
嘉

島
町
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
毎
日

ど
ん
な
発
見
が
あ
る
の
か
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
健
康
第
一
。
病
気
を
せ
ず
に
頑

張
り
ま
す
。
③
運
動
全
般
（
特
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
と
旅
行
と

歌
を
歌
う
こ
と
で
す
。

嘉
島
中

嘉
島
東
小

順
不
同
。
先
生
方
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

順
不
同
。
先
生
方
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

な
お
カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
で
す
。

な
お
カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
で
す
。

一緒一緒にに楽楽しくしく

水の郷水の郷 嘉島へ嘉島へ
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教頭

中
なかむら

村　繁
しげのり

徳

（宇城教育事務所）

①
小
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
は
、

初
め
て
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

笑
顔
で
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
②
一

期
一
会
。
一
つ
一
つ
の
出
会
い
を

大
切
に
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
③
サ
ッ
カ
ー
観
戦
。

子
ど
も
の
試
合
を
見
る
の
が
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。

教諭

高
たかはま

浜　保
やすあき

昭

（御岳小）

①
嘉
島
西
小
の
校
庭
の
カ
イ
ヅ
カ

イ
ブ
キ
は
木
陰
を
作
り
、
雨
露
を

ふ
せ
い
で
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

安
心
で
き
る
ホ
ッ
と
し
た
、
そ
ん

な
環
境
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」
。

生
涯
学
び
続
け
る
人
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

③
車
の
ほ
と
ん
ど
通
ら
な
い
田
舎

道
を
散
歩
す
る
の
が
好
き
で
す
。

教諭

島
しま

田
だ

　美
み

保
ほ

（乙女小）

①
嘉
島
町
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

買
い
物
、
食
事
、
温
泉
と
町
内
を

利
用
す
る
こ
と
が
多
く
と
て
も
親

し
み
の
あ
る
町
で
働
け
る
こ
と
が

楽
し
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共

に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

②
尊
敬
と
感
謝
。
ネ
バ
ー
ギ
ブ

ア
ッ
プ
。
笑
う
門
に
は
福
来
る
。

③
趣
味
は
、
温
泉
、
音
楽
鑑
賞
、

読
書
。

教諭

　佐
さ

藤
とう

　順
じゅんぺい

平　

（御岳小）

①
嘉
島
町
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

自
然
の
豊
か
な
地
域
で
働
け
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

一
生
懸
命
、
頑
張
り
ま
す
。

②
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

③
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
釣
り

で
す
。
息
子
の
関
係
で
よ
く
ラ
グ

ビ
ー
を
見
ま
す
。
釣
り
は
気
分
転

換
を
兼
ね
て
行
き
ま
す
。
あ
ま
り

釣
れ
ま
せ
ん
が
…
（
笑
い
）
。

教諭

本
ほん

田
だ

　聡
そう

太
た

郎
ろう

（阿村小）

①
嘉
島
町
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
初
め
て
な
の
で
不
慣
れ
な

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
、
地
域
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
ま
す
。

②
凡
事
徹
底
。
日
頃
か
ら
や
る
べ

き
こ
と
を
一
つ
一
つ
真
面
目
に
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。
特

に
、
バ
レ
ー
と
サ
ッ
カ
ー
で
す
。

教諭

三
み

城
しろ

　優
ゆう

子
こ

（護川小）

①
初
め
て
の
嘉
島
町
勤
務
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
「
桜
梅
桃
李
」
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ
た
よ
さ
が
あ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
。

教諭

森
もり

　慎
しん

太
た

朗
ろう

（嘉島中）

①
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
嘉

島
中
か
ら
嘉
島
西
小
に
勤
務
と
い

う
こ
と
で
、
嘉
島
町
で
ま
た
働
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

②
「
一
生
懸
命
は
か
っ
こ
い
い
」

を
合
言
葉
に
頑
張
り
ま
す
。

③
旅
行
が
好
き
で
す
。
ま
た
、
今

年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走
を
め

ざ
し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
再
開
し
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教諭

堀
ほり

田
た

　　大
だい

（新規採用）

①
教
員
人
生
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

嘉
島
町
で
で
き
て
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
保
護
者
の
方
、
地
域
の
方

と
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

②
「
あ
き
ら
め
た
ら
、
終
わ
り
」

③
花
を
育
て
る
こ
と
、
子
ど
も
と

あ
そ
ぶ
こ
と
。

教諭

伊
い

藤
とう

　なつき

（新規採用）

①
今
年
度
が
初
め
て
の
小
学
校
勤

務
に
な
り
ま
す
。
少
し
緊
張
も
し

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
明
る
く
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
②
日
々
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
③

歌
を
歌
う
こ
と
。
本
を
読
む
こ
と

が
好
き
で
す
。

嘉
島
西
小

先生先生 ようこそようこそ

学学んでんで遊遊んでんで

質
問
事
項
は
①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負

質
問
事
項
は
①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負

②
日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
・
信
条
③
趣
味
や
特
技
な
ど
―
で
す
。

②
日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
・
信
条
③
趣
味
や
特
技
な
ど
―
で
す
。
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ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
期
限
ま
で
に
！

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
31
年
３
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
万
６

３
４
０
円
で
す
。
保
険
料
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
保
険
料
を
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
方
に
対
し
て
、

電
話
や
文
書
、
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
で
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ご
存
じ
で
す
か

？

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

妊
婦
が
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20
週
頃

ま
で
）、
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が

い
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ

の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る

女
性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
予
防
が

大
切
で
す
。

　

県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
が

受
け
ら
ま
す
。
検
査
で
風
し
ん
に
対
す

る
免
疫
（
抗
体
）
を
有
し
て
い
る
か
ど

う
か
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
抗
体

価
が
低
い
方
に
対
し
て
引
き
続
き
予
防

接
種
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

次
項
「
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
」
の

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者
。

　

②
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗

体
検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
婦
の
配
偶
者

な
ど
の
同
居
者
。

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
予
防
接
種

歴
が
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６
↑

納付は５月31日までに

熊本県から

「普通自動車税は県税です」

　４月１日現在で自動車を所有している方
へ自動車税の納税通知書を５月初めにお送
りしています。
　納期限の５月 31 日（木）までに、お近く
の金融機関やコンビニエンスストア、熊本
県の各広域本部、各地域振興局、自動車税
事務所で納めていただきますようお願いし
ます。
　インターネットを利用したクレジット
カードによる納入もできます。

　熊本県県央広域本部収税第一課、

　収税第二課　

　　　　　　　　　　☎３２５―３００１

　熊本県自動車税事務所

　　　　　　　　　　☎３６８－４０２０
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大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

　

嘉
島
町
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予

防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対

し
、
主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
者
や
必
要

書
類
を
確
認
し
、
役
場
町
民
課
窓
口
で

直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
方
で
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方
（
た
だ
し
、
妊
娠
中
の
方
お
よ

び
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
方
は

除
き
ま
す
）

①
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し
ん
抗

体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予
防
接
種

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

②
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い
て

抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16

倍
以
下
お
よ
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
値
８
倍
未
満
相

当
）
と
判
断
さ
れ
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ

る
方

※
た
だ
し
、
風
し
ん
予
防
接
種
歴
が
あ

る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
方
を
除
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
の
予
防
接
種　

風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
ま
た
は
麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ

Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
嘉
島
町
が
行
う
費
用
助
成
額　

７
千

円
を
上
限
と
し
、
対
象
者
が
負
担
し
た

額
。

○
助
成
費
用
の
申
請
期
限

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
助
成
の
対
象

は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
予
防
接

種
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
次
の
い
ず
れ
か
）

☆
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し
ん
抗

体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風
し
ん
抗
体

検
査
結
果
通
知
書

☆
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が
分

か
る
書
類
（
母
子
手
帳
な
ど
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
、
も
し
く
は
問
診
票
の

コ
ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
可
）

⑤
助
成
費
用
の
振
り
込
み
を
希
望
す

る
金
融
機
関
口
座
情
報
（
通
帳
な
ど
）
。

た
だ
し
、
振
込
先
の
口
座
名
義
人
は
申

請
者
と
同
一
の
方
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

無
料
歯
科
健
診

　

歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔

（
く
う
）
内
の
状
態
を
診
る
こ
と
で
、
歯

周
病
の
発
見
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舌

↑

【
14

面
に
続
く
】

種別

税率（年額）

平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）または

平成30年排出ガス基準50％低減達成車

電気自動車・天然ガス軽自動車

【おおむね75％軽減】

◆乗　用： 平成32年度燃費基準
＋30％達成車

◆貨物用： 平成27年度燃費基準
＋35％達成車

【おおむね50％軽減】

◆乗　用： 平成32年度燃費基準
+10％達成車

◆貨物用： 平成27年度燃費基準
＋15％達成車

【おおむね25％軽減】

軽
自
動
車

三　輪 1,000円 2,000円 3,000円

四　

輪

乗　

用

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨
物
用

営業用 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

＊燃費基準の達成状況については、自動車検査証（車検証）をご覧ください。

　平成30年度課税において、三輪以上の軽自動車で、排出ガスの性能と燃費性能の優れた車両については、グ

リーン化特例（軽課）を適用します。

○ 適用期間と適用内容

　  　平成29年４月１日から平成30年３月31日までに最初の新規検査を受けた三輪以上の軽自動車（新車に限る）で、

基準を満たす車両。

○ 軽減税率の適用（軽減課税）年度

　 平成30年度分のみ（当該車両を取得をした日の属する年度の翌年度分の軽自動車税に限り適用）

軽自動車税のグリーン化特例が延長されました
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が
ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ

受
診
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
〜
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

  

（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所
（
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

加
入
の
町
内
歯
科
診
療
機
関
）

・
玉
置
歯
科
医
院

　
　

鯰
２
７
１
５－

１

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
３
７
０

・
ひ
が
し
歯
科
医
院

　
　

下
六
嘉
１
８
７
８－

３

　
　
　
　
　

☎
３
６
７－

０
１
１
２

・
あ
り
む
ら
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
３
６－

２

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－

４
６
１
８

・
ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
０
８－

２

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
８
０
１

・
イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院

　
　

上
島
２
１
８
７－

１
１

　
　
　
　
　

☎
２
３
４－

７
２
１
５

・
回
生
会
病
院
（
歯
科
）

　
　

鯰
１
８
８
０

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
５
０

○
対
象　

嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容　

歯
科
健
診

　
　
　
　

（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
31
年
度
以
降
の

固
定
資
産
税
の
取
り
扱
い

○
被
災
住
宅
用
地
の
特
例

　

熊
本
地
震
に
よ
り
解
体
し
、
住
宅
の

建
築
予
定
が
な
い
土
地
に
つ
い
て
平
成

29
、
30
年
度
は
平
成
28
年
度
と
同
様

（
２
０
０
平
方
㍍
ま
で
は
課
税
標
準
額

を
６
分
の
１
、
超
え
た
部
分
に
関
し
て

は
課
税
標
準
額
を
３
分
の
１
と
す
る
）

の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
31

年
１
月
１
日
時
点
で
住
宅
が
立
っ
て
い

な
い
場
合
（
建
築
途
中
除
く
）
、
同
年

以
降
は
特
例
措
置
を
行
え
ま
せ
ん
。
※

30
年
１
月
１
日
時
点
で
住
宅
以
外
の
用

途
（
駐
車
場
な
ど
）
に
変
更
さ
れ
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
特
例
を
適
用
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

○
代
替
家
屋
の
特
例

　

熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損
壊

し
た
家
屋
（
被
災
家
屋
）
の
所
有
者
な

ど
が
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
に
被

災
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
（
代
替
家
屋
）

を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該

取
得
さ
れ
た
家
屋
の
税
額
の
う
ち
被
災

家
屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ
い
て
、
そ

の
取
得
し
た
年
の
翌
年
か
ら
４
年
度
分

に
つ
き
、
固
定
資
産
税
額
を
２
分
の
１

に
す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
代
替
償
却
の
特
例

　

熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損
壊

し
た
償
却
資
産
（
被
災
償
却
資
産
）
の↑

【
13
面
か
ら
続
く
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
で
訂
正
と
お
わ
び

　広報かしま４月号の12ページに掲載しました後期高齢者医療保険料の表で、「普通徴収の月」

と「特別徴収の開始月」の記載に誤りがありました。下記の通り訂正し、おわびいたします。

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成29年４月２日～
平成29年10月１日の間

普通徴収はありません 平成30年４月から

平成29年10月２日～
平成29年12月１日の間

平成30年４・５月 平成30年６月から

平成29年12月２日～
平成30年２月１日の間

平成30年４・５・６・７月 平成30年８月から

平成30年２月２日～
平成30年２月28日の間

平成30年４・５・６・７・８・９月 平成30年10月から

平成30年３月１日～
平成30年３月31日の間

平成30年７・８・９月 平成30年10月から

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成29年４月２日～
平成29年10月１日の間

普通徴収はありません 平成30年４月から

平成29年10月２日～
平成30年２月28日の間

平成30年４・６・７・８・９月 平成30年10月から

平成30年３月１日～
平成30年３月31日の間

平成30年７・８・９月 平成30年10月から

【誤】

【正】

役場税務課課税係　☎２３７－２６３９
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↑所
有
者
な
ど
が
、
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
に
被
災
償
却
資
産
に
代
わ
る
償
却

資
産
（
代
替
償
却
）
を
新
た
に
取
得
ま

た
は
被
災
償
却
資
産
を
改
良
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
取
得
ま
た
は
改
良
し
た
年

の
翌
年
か
ら
４
年
度
分
に
つ
き
、
課
税

標
準
額
を
２
分
の
１
と
す
る
特
例
措
置

が
あ
り
ま
す
。
※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
参
照
下
さ
い
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る

学
生
な
ど
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が

次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の

　

数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
が
、
承
認
を

受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
４
月
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
特
例
制

度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
・

指
導
取
り
締
ま
り
強
化
月
間

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち

し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を

見
か
け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え

な
く
て
も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す

の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１

カ
月
間
を
指
導
取
り
締
ま
り
強
化
月
間

と
定
め
、
違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
ま
た

は
鳥
類
の
卵
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

熊
本
学
園
大
特
別
講
演
会

○
演
題　

計
算
で
世
界
を
理
解
す
る

　

 

〜
連
続
体
、
量
子
力
学
、
統
計
数
理
、

そ
し
て
Ａ
Ｉ
〜　
　

○ 

講
師　

中
村
振
一
郎
氏
（
理
学
博
士
、

理
化
学
研
究
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
セ
ン
タ
ー
）

○
日
時　

６
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

○
会
場　

熊
本
学
園
大

○
受
講
料　

無
料

○
募
集
人
員　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

○ 

申
し
込
み　

は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

律
」
に
よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
許

可
を
受
け
た
も
の
以
外
は
、
原
則
と
し

て
そ
の
捕
獲
、
殺
傷
ま
た
は
採
取
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、
ホ
オ

ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕

獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登
録
済

み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
引
き
続
き
飼
養
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
２
８
２－

０
３
３
３

齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　

 

〒
８
６
２－

８
６
８
０　

熊
本
市

中
央
区
大
江
２－

５－

１

　
　

 

熊
本
学
園
大
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

事
務
室　

特
別
講
演
会
係

☎
３
６
４－

８
７
２
９

　
　
　
　
　

FAX
３
６
６－

３
１
５
８

募
っ
て
い
ま
す

新
規
学
卒
者
対
象
求
人
説
明
会

　

来
春
の
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を

予
定
し
て
い
る
事
業
所
に
、
求
人
申
し

込
み
か
ら
選
考
、
受
け
入
れ
に
至
る
ま

【
16
面
に
続
く
】

休日当番医

５月13日（日）たなか内科眼科医院（嘉島町）
☎２３５－７２３５

５月20日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
☎２３７－４１３３

５月27日（日）よしむら内科循環器科（嘉島町）
☎２３５－７７７３

６月３日（日）からしま小児科医院（嘉島町）
☎２３５－６３３３

６月10日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）
☎２８１－１１１２
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・

申
込
締
め
切
り　

６
月
20
日
（
水
）

　

 

※
別
の
日
程
で
八
代
会
場
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
係
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

○
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習
会

（
定
員
20
人
）

・

受
講
日　

７
月
30
日
、

　
　
　
　
　

８
月
６
、
20
、
27
日

・

時
間　

毎
週
月
曜
（
４
回
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

・

会
場

　

 

母
子
、
父
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り

（
熊
本
市
東
区
錦
ケ
丘
34－

23
）

・

申
込
締
め
切
り　

７
月
13
日
（
金
）

【
宇
城
会
場
】

○
医
療
事
務
＆
調
剤
薬
局
事
務
資
格
講

座
（
定
員
20
人
）

・

受
講
期
間　

８
月
25
日
〜
12
月
15
日

　
　
　
　
　
　

（
11
月
３
日
休
み
）

・

時
間　

毎
週
土
曜
（
16
回
）

　
　
　
　

９
時
〜
13
時
（
昼
休
み
な
し
）

・ 

会
場　

松
橋
公
民
館
（
宇
城
市
松
橋

町
松
橋
５
６
４
）

・

申
し
込
み　

７
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
10
日
（
金
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

障
が
い
の
あ
る
方

職
業
訓
練
生
募
集

《
パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
資
格
取
得
科
》

で
の
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
説
明
を
行

い
ま
す
。

　

新
規
学
卒
者
の
募
集
は
、
こ
の
説
明

会
を
受
講
し
た
う
え
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
人
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
、
多
数
の
事
業
所
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

５
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

 

13
時
半
〜
（
13
時
受
け
付
け

開
始
）

○
会
場　

　

県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
２－

７－

１
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
支
援
講
習
会

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
方
が
、
働

く
上
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し
就
業
を

支
援
す
る
た
め
、
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
、
検
定
料
は
自
己
負
担
）
、
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者　

次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方
（
熊
本
市

在
住
の
方
を
除
く
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に
出

席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取
得
に
意
欲

の
あ
る
方

・
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習

会
は
、
平
成
30
年
度
本
試
験
の
受
験
を

予
定
し
て
い
る
方

【
熊
本
会
場
】

○
通
信
制
＝
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

＋
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
（
定
員
20
人
）

・

受
講
期
間　

７
月
４
日
〜
11
月
21
日

　
　
　
　
　
　

（
８
月
15
日
休
み
）

・

時
間　

毎
週
水
曜
（
20
回
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

・

会
場

　

 

母
子
、
父
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り

（
熊
本
市
東
区
錦
ケ
丘
34－

23
）

【
15

面
か
ら
続
く
】

↑

嘉島町文化センターの催し物・講座のご案内

　嘉島町文化センターは人権啓発の拠点となる開かれたコミュニティーセンター

として、各種事業を行っています。お気軽にご参加ください。

○催し物

※日時は追って広報誌でお知らせします。

○講　座

催し物名 内　容 時　期 対象者

高齢者学級 お寺のご住職による講話会 ７月・１月 60歳以上

人形劇 劇団による人形劇 １月※ 幼児～小学校低学年

文化祭 作品展示、ステージ発表 12月※ どなたでも

高齢者交流会 レクリエーション、昼食会 ２月 65歳以上

講座名 日　時 時　間

健康体操教室 第3水曜日（月１回） 13：30～

レクリエーションダンス教室 毎週木曜日 13：30～

舞踊教室（経験者） 毎週火曜日 13：30～

舞踊教室（初心者） 第１・３月曜日 10：00～

書道教室 第１・３火曜日 ９：30～

手芸教室 木曜日（月２回） 10：00～

町文化センター（上六嘉 917）　☎２３７－０４６４
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○
対
象　

身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内

部
）
、
精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

基
本
の
パ
ソ
コ
ン
技
能
・
簿

記
知
識
を
習
得
し
、
求
職
活
動
に
有

利
な
パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
３
級
資
格
取

得
を
目
指
す
訓
練
で
す
。

○
申
し
込
み　

５
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
６
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
10
月
31
日
（
水
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

１
万
１
０
７
０
円
（
税
込
）
程
度

○
会
場　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

　

 

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６－

51－

３

シ
テ
ィ
ビ
ル
水
前
寺
３
Ｆ

　
　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
法
律
相
談
（
手
続
き
案
内
）
会

　

裁
判
所
や
弁
護
士
会
な
ど
が
共
同
で

開
催
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

○
日
時　

　

５
月
14
日
（
月
）
10
時
〜
15
時

　

※
受
け
付
け
は
14
時
半
ま
で

○
会
場　

　

熊
本
市
民
会
館

　

（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
１－

１
）

　
　

熊
本
家
庭
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
２
０
６－

５
１
４
７

震
災
＆
身
近
な
法
律
問
題

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

熊
本
青
年
司
法
書
士
は
、
熊
本
地
震

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
日
常
生
活
の

中
で
起
こ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

○
日
時　

６
月
２
日
（
土
）10
時
〜
16
時

○
面
談
で
の
相
談　

　

 

県
司
法
書
士
会
館
（
熊
本
市
中
央
区

大
江
４－

４－

34
）

○
電
話
相
談　

☎
３
６
４－

０
８
０
０

　

※
当
日
の
み
の
番
号
で
す
。

　
　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
（
磯
﨑
）

　
　

☎
０
９
６
７－

４
６－

３
８
７
６

６
月
８
日
に
無
料
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
決
め
、
こ
の
日
を

中
心
に
特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
す

る
な
ど
、
一
層
の
人
権
意
識
の
普
及
・

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
氏　

下
仲
間
１
２
９
６

・
飯
田
鋭
之
氏　

上
島
２
６
８
８－

１

・
牛
嶋
た
け
子
氏

　
　
　
　
　
　

北
甘
木
２
１
２
４－

１

・
西
川
英
二
氏

　
　
　
　
　
　

上
六
嘉
１
０
１
１－

２

○
無
料
人
権
相
談　

・
日
時　

６
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

10
〜
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
、
土
地
・
建
物
な
ど

↑

【
18
面
に
続
く
】

５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

固定資産税………………①　期

軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５月分

下水道使用料……………４月分

納期限日（口座振替日）

　　５月31日（木）

町県民税…………………①　期

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料

保育所利用料……………６月分

下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）

　　７月２日（月）

毎月第４水曜日

午後６時～８時

５月23日
６月27日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、

　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。

※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。

☎ 237－2639（直通）
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最
近
、
嘉
島
町
内
で
「
料
金
未
納
分

訴
訟
最
終
通
知
書
」
な
ど
と
題
す
る
は

が
き
が
郵
送
さ
れ
る
「
架
空
請
求
詐

欺
」
の
前
兆
と
な
る
事
案
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。

　

は
が
き
に
は
、
個
人
の
住
所
・
氏
名

が
記
載
さ
れ
、
差
出
人
も
「
〇
〇
訴
訟

管
理
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
あ
た
か
も
公

的
機
関
の
よ
う
な
名
称
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
内
容
も
受
取
人
の
不
安

を
あ
お
る
よ
う
に
「
裁
判
」
「
差
し
押

さ
え
」
な
ど
と
普
段
接
し
な
い
よ
う
な

言
葉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〇
訴
訟
は
が
き
へ
の
対
処
法

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
一
切

応
じ
な
い

・
記
載
の
あ
る
電
話
番
号
に
は
絶
対

に
電
話
し
な
い

・
不
安
に
思
う
場
合
や
、
万
が
一
、
相

手
に
電
話
し
た
場
合
は
、
独
り
で
悩
ま

ず
、
速
や
か
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
や

警
察
な
ど
に
相
談
す
る

　

こ
れ
ら
を
徹
底
し
、
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
で
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

《
身
に
覚
え
の
な
い
訴
訟
は
が
き
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の

相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

７
月
12
日
（
木
）

　

10
時
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

 

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、
御
船
相

談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

５
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

　

６
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

【
17

面
か
ら
続
く
】

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

（例）
総合消費料金未納分訴訟最終通知書

管理番号（ま）２９１

この度、貴方の未納されました総合消費料金

について、契約会社及び、運営会社から、訴

状申し入れされたことを本状にて報告いたし

ます。

下記の取り下げ最終期日までにご連絡無き場

合、…指定の裁判所へ出廷となります。

尚、裁判を欠席されると…あなたの給料、財

産の差し押さえ等のおそれがございますので、

十分ご注意ください。

民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関

しましては当センターにて承っておりますの

で、下記窓口へお問い合わせください。

取り下げ最終期日　平成 30 年 4 月●日

民事訴訟管理センター

東京都千代田区霞が関●丁目●番●号

消費者相談窓口  ０３－５８３０－●●●●

受付時間９：00 ～ 18：00（日・祝日を除く）
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平成30年度　自死遺族のご相談について

個別相談
グループミーティング「かたらんね」

当センター 地域版

30年　４月 12日、26日

   ５月 10日 24日

６月 14日、28日 ※22日（人吉保健所）

７月 12日 26日

８月 ９日、23日    23日（有明保健所）

９月 13日 27日

10月 11日、25日    25日（八代保健所）

11月 ８日 22日

12月 13日、20日 ※13日（御船保健所）

31年    １月 10日 24日

２月 14日、28日    28日（天草保健所）

３月 14日 28日

平成30年度個別相談およびグループミーティング開催日程表

　熊本県精神保健福祉センターは、平成20年度より、自死遺族（大切な人を自死で亡くした方）の相

談など下記の取り組みを行っています。

１．個別相談

　（１）開 催 日　　毎　月：第２木曜

　　　　　　　　　　偶数月：第４木曜　※12月のみ第２、第３木曜日。　

　（２）時　　間　　13時半～16時半

　（３）場　　所　　熊本県精神保健福祉センター（熊本市東区月出３-１-120）

　（４）利用方法　　事前予約が必要（予約受付：当センター相談電話）　

２．自死遺族グループミーティング「かたらんね」

　（１）開 催 日　　奇数月：第４木曜

　（２）時　　間　　14時～16時

　（３）場　　所　　熊本県精神保健福祉センター（熊本市東区月出３-１-120）

　（４）利用方法　　事前予約は不要で、直接会場へお越しください。

３．地域における自死遺族グループミーティング「地域版かたらんね」

　（１）開 催 日　　偶数月：第４木曜　

　　　　　　　　　　※６月は第４金曜（６/22）、12月は第２木曜（12/13）。

　（２）時　　間　　14時～16時

　（３）場　　所　　開催地域の各保健所

　（４）利用方法　　事前予約は不要で、直接会場へお越しください。

【相談・予約電話】熊本県精神保健福祉センター　☎096－386－1166

【受付時間】月～金曜（祝日、年末年始を除く）９時～16時

※
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　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者などの安全確保や地域の

犯罪防止を図るため、県内で発生した

◎ 声かけ事案、不審者の出没など、子どもに対する犯罪の前兆と思われる事

案情報

◎行方不明、高齢者などの手配、迷い人に関する情報

◎高齢者などの安全・安心に関する情報

◎防犯パトロールなどに有益な情報

◎強盗など重要または特殊な犯罪発生に関する情報

◎振り込め詐欺などの被害防止に関する情報

といった安全・安心に関する情報を警察から登録された方の携帯電話やパソコン

にメールで配信するものです。

　「ゆっぴー安心メール」へのご登録をお願いします！

☎ 
2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
御
船
署
管
内
で
空
き
巣
、

車
上
狙
い
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
家
の
戸
締
ま
り
、
車
の
施

錠
を
必
ず
行
い
、
車
内
に
貴
重
品
を

置
か
な
い
な
ど
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
反
射
材

の
着
用
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
な
ど

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）３月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗

オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.3 2 54 0 0 5 1 0 2

H30 累計 16 152 0 0 10 2 0 2

前年比 -1 -25 ± 0 ± 0 -2 -2 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.3 16 202 2 0 6 3 1 2

H30 累計 46 524 3 1 11 8 1 6

前年比 -8 -19 +2 ± 0 -6 +4 -1 ± 0

�������� ���������
��������������

����������� ������ �

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

登録を希望される方は携帯電話・パソコンから、

����������������������������������
へ空メールを送信してください。

詳しくは、御船警察署生活安全課までお問い合わせください！

会員を随時募集しています！
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交通弱者の事故防げ交通弱者の事故防げ

２
０
４
５
年
に
は

２
０
４
５
年
に
は
6565
歳
以
上

歳
以
上
3232
・
８
％
に

・
８
％
に

　

嘉
島
町
は
じ
め
御
船
警
察
署
管

内
の
平
成
30
年
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
に
伴
う
合
同
出
発
式

は
４
月
６
日
、
甲
佐
町
で
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
事
故
防

止
な
ど
を
重
点
目
標
と
し
た
運
動

期
間
中
（
〜
15
日
）
、
嘉
島
町
内

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
10
日
、
安
全
運
転
を
呼
び

掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

嘉
島
保
育
園
児
た
ち
が
町
役
場
に

出
て
、
行
き
交
う
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
「
優
し
い
運
転
を
」
な
ど

と
お
願
い
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
荒
木
町
長
も

〝
出
動
〞
。
登
校
す
る
嘉
島
東
、
西

両
小
の
児
童
や
嘉
島
中
の
生
徒
ら

を
見
守
る
街
頭
指
導
に
当
た
り
ま

し
た
。
こ
の
日
開
か
れ
た
交
通
安

全
に
ち
な
ん
だ
特
別
ル
ー
ル
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
甲
佐

町
）
で
は
、
嘉
島
町
老
人
会
チ
ー

ム
が
見
事
に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
運
動
期
間
中
は
連

日
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
保
護
者
を
は
じ
め
、
町

交
通
安
全
協
会
、
母
の
会
、
町
議

会
議
員
、
町
職
員
も
町
内
の
主
要

交
差
点
に
立
っ
て
黄
色
い
横
断
旗

を
手
に
す
る
な
ど
街
頭
活
動
に
当

た
り
ま
し
た
。

子どもと高齢者

安全運動の期間中、荒木町長も街頭に立ち、

児童・生徒らの登校を見守った

写
真
上
は
嘉
島
保
育
園
児
た
ち
も
加
わ
っ
て
行
わ
れ
た
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

写
真
下
は
甲
佐
町
で
開
か
れ
た
合
同
出
発
式

多彩な取り組み多彩な取り組み

――― 町内でも「春の安全運動」

　

嘉
島
町
の
将
来
的
な
人
口
構
成

に
関
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

割
合
が
２
０
１
５
年
の
26
・
５
％

か
ら
30
年
後
の
45
年
に
は
６
・
３

㌽
ア
ッ
プ
し
て
32
・
８
％
に
上
る

と
の
推
計
結
果
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
３
月
末
に
ま
と
め

た
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
も
の
で

す
。
県
内
の
高
齢
化
が
平
均
で
15

年
28
・
８
％
か
ら
45
年
37
・
１
％

ま
で
進
む
の
に
比
べ
、
町
は
低
い

数
値
で
推
移
す
る
見
込
み
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
行

す
る
推
計
結
果
と
な
る
中
、
45
年

の
総
人
口
も
県
内
45
市
町
村
の

う
ち
合
志
、
大
津
、
菊
陽
の
３
市

町
を
除
く
42
市
町
村
で
軒
並
み

減
少
。
率
に
し
て
県
全
体
で
19
・

２
％
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
町
の
減
少
率
６
・
９
％
は
熊

本
市
の
６
・
８
％
に
次
い
で
低
い

数
値
で
す
。

国立「人口問題研」推計国立「人口問題研」推計

嘉島町でも嘉島町でも
　高齢化進む　高齢化進む
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各種大会等予定

月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

5

12 土 第 20 回ミドルサッカーリーグ 2 部 競技場 18：00 ～ 熊本県サッカー協会　27 日も開催

13 日 高円宮杯 2018 チャンピオンズリーグ熊本 U-18 競技場 9：00 ～ 熊本県サッカー協会

20 日 平成 30 年度第 21 回九州女子サッカーリーグ 1 部 競技場 9：00 ～ 九州サッカー協会

27 日 第 20 回ミドルサッカーリーグ 1 部 競技場 15：00 ～ 熊本県サッカー協会

6

1 金 平成 30 年度高等学校総合体育大会サッカー競技 競技場 10：00 ～
熊本県高等学校体育連盟
２日も開催

3 日 2018 第 9 回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 9：00 ～ 九州サッカー協会　10 日も開催

9 土 3 中学合同 2018 強化トレーニング 競技場 9：00 ～ 嘉島中学校サッカー部保護者会

16 土 高円宮杯 2018 チャンピオンズリーグ熊本 U-18 競技場 9：00 ～ 熊本県サッカー協会　17 日も開催

23 土 平成 30 年度上益城郡中学校総合体育大会夏季大会 競技場 9：00 ～
上益城郡中学校体育連盟
24 日も開催

30 土 2018 球蹴男児 U-16 サッカーリーグ 競技場 14：00 ～ 球蹴男児 U-16 リーグ実行委員会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 096-237-0058

○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

○施設概要：

　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 096-237-5555　≪利用時間≫９：00 ～ 22：00　

　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分

　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面

　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、

　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 

　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン 

　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

 4 月 17 日現在

嘉島町総合運動公園

　

嘉
島
町
消
防
団
の
幹
部
会
議
が

４
月
12
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、

佐
藤
光
正
団
長
が
新
任
の
部
長
８

人
に
対
し
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
新
部
長
ら
幹
部
団

員
に
「
町
の
防
災
の
要
で
あ
る
皆

さ
ん
に
寄
せ
る
町
民
の
期
待
は
高

ま
る
ば
か
り
。
町
の
安
心
・
安
全

と
共
に
自
ら
の
安
全
も
確
保
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

請
、
佐
藤
団
長
も
「
い
つ
、
い
か

な
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か

ら
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
、
点

検
を
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
15
日
に
は
新
入
団
員
・

幹
部
訓
練
が
役
場
駐
車
場
と
会
議

室
で
行
わ
れ
、
救
命
講
習
や
規
律
、

ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
の
現
場

さ
な
が
ら
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

新
任
の
部
長
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）
。

　

第
１
分
団
第
１
部
長　

中
村
祐

介
▽
同
第
２
部
長　

木
郡
智
紀
▽

同
第
３
部
長　

友
田
旭
彦
▽
第
２

分
団
第
１
部
長　

佐
藤
修
一
▽
同

第
２
部
長　

西
郡
孝
之
▽
第
３
分

団
第
１
部
長　

岩
永
泰
典
▽
第
４

分
団
第
２
部
長　

外
村
誠
▽
同
第

３
部
長　

笠
泰
将

写
真
上
は
佐
藤
団
長
か
ら
辞
令
を

受
け
取
る
新
任
部
長
ら
。
写
真
右

は
新
入
団
員
ら
の
訓
練

訓練も

嘉
島
町
消
防
団　

幹
部
会
議

　
　

新
任
８
部
長
に
辞
令
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　嘉島町の国指定史跡「井寺古墳」を３

月 28 日、文化庁文化財部長の山﨑秀保

氏らの一行が訪れ、熊本地震で被災した

古墳を視察しました。

　山﨑部長らの一行は部分的に今もブ

ルーシートで覆われ、立ち入りできない

古墳を目の当たりにし、荒木町長や町教

委の担当から被災状況を聞き取り。石材

が散乱した古墳内部の様子を捉えた３Ｄ

映像に一行は興味深げでした。

　井寺古墳は、これまでの震災被災調査

で変形したことが確認されています。町

は国や県の補助を受け、修復のための調

査を実施し、町が策定する復旧・整備計

画に基づいて保存・整備作業に取り掛か

ることになります。

井
寺
古
墳

震
災
被
害
の

震
災
被
害
の

状
況
を
視
察

状
況
を
視
察

�
�
�
�
��

　

娘
が
生
後
間
も
な
い
頃
か
ら
、

毎
日
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

最
初
ど
の
本
に
対
し
て
も
反
応
が

薄
い
中
、
こ
の
本
を
読
む
と
き
は

じ
っ
と
聞
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

 

表
紙
の
お
月
様
の
優
し
い
顔
、

裏
面
の
お
ど
け
た
顔
、
そ
れ
だ
け

見
せ
て
も
う
れ
し
そ
う
。
読
み
手

の
私
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
生
後
３
カ
月
頃
か
ら
は
こ

の
本
を
見
せ
る
だ
け
で
目
を
輝
か

せ
、
１
カ
月
後
に
は
手
足
を
ば
た

つ
か
せ
て
喜
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

先
日
、
娘
は
11
カ
月
を
迎
え
、

お
月
様
と
同
じ
優
し
い
笑
顔
で
こ

の
本
を
見
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
本
を
通
じ
、

い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
は
」

林　

明
子
＝
作　

福
音
館
書
店

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２

３

７

－

０

０

５

８

《
５
〜
６
月
の
休
館
日
》

　

５
月
14
、
21
、
28
日

　

６
月
4
、
11
、
18
、
25
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

おすすめ本

影裏 沼田真佑

くちなし 彩瀬まる

８年越しの花嫁　キミの目が覚めたなら

 中原尚志、麻衣

彼方の友へ 伊吹有喜

夏目漱石考…熊本時代を中心に…

 西川盛雄

九十歳。何がめでたい

 佐藤愛子

雑学　ニッポン「出来事」図鑑

 ケン・サイトー＝絵と文

マンガでわかる　もしかしてアスペルガー！？

～大人の発達障害と向き合う～

 司馬理英子＝著、ふじいまさこ＝マンガ

Ｎew！　

いちばんたのしいレクリエーションゲーム

 小山混

通園・通学のおべんとう

 主婦の友社＝編者

100までかぞえる　でんしゃの1・2・3

 交通新聞社

クレヨンしんちゃんの防災コミック

地震だ！　その時オラがひとりだったら

 臼井義人＝キャラクター原作、

 永田宏和＝監修

しくじり動物大集合

 新宅広二＝著、イシダコウ＝絵

科学探偵VS．学校の七不思議

 佐東みどり他＝作、木 ＝々絵

どうぶつの赤ちゃん　パンダ

 増井光子＝監修

エドワルド　

せかいでいちばんおぞましいおとこのこ

 ジョン・バーニンガム＝作、千葉茂樹＝訳

はしれ、ゴールのむこうまで！

 くすのきしげのり＝作、稲葉卓也＝絵

じてんしゃ　のれるかな

 平田利之

えが　ない　えほん

 B・J・ノヴァク＝作　おおともたけし＝訳

ショコラちゃんのＡＢＣ

 中川ひろたか＝文、はたこうしろう＝え

嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。予約状況などは、嘉島町ホームページ（公共施

設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

６ 22 金 JA かみましき総代会 - 無料 上益城農業協同組合 
 ☎ 234-1155

６ 24 日
メルヘンオペラ

「ヘンゼルとグレーテル」
11：00ワークショップ
14：00 本番

一般 1,300 円
3 歳～高校生 700 円
2 歳以下無料
嘉島町園児無料

ジェニトーリ 
E-mail：genitori.operd@gmail.com

文
化
庁
文
化
財
部
長
ら

貞
松　

美
朱 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
島
）

↗

↘
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「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
平
成
28
年
12
月
16

日
施
行
）
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
固
有
の
同
和
問
題
は
封
建

社
会
の
政
治
や
経
済
の
仕
組
み
の

中
で
、
人
為
的
に
つ
く
り
上
げ
ら

れ
た
身
分
制
度
に
基
づ
く
差
別
に

由
来
し
ま
す
。
「
同
和
地
区
」
「
被

差
別
部
落
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
特

定
の
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由

に
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
る

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

昭
和
40
年
、
政
府
の
諮
問
機
関

「
同
和
対
策
審
議
会
」
の
答
申
は
、

同
和
問
題
を
「
最
も
深
刻
に
し
て

重
大
な
社
会
問
題
」
と
認
識
し
、

そ
の
早
急
な
解
決
を
「
国
の
責
務

で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
な
課
題

で
あ
る
」
と
し
た
上
で
「
生
活
の

安
定
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
、
同
和
問
題
解
決
の
中
心
的
課

題
で
あ
る
」
な
ど
特
別
措
置
法
に

よ
る
対
策
実
施
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
国
は
「
同

和
対
策
特
別
措
置
法
」
「
地
域
改

善
対
策
特
別
措
置
法
」
「
地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
相
次
ぎ
制
定
し
、
生
活
環

境
の
改
善
や
社
会
福
祉
の
増
進
、

産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教

育
の
充
実
、
人
権
擁
護
活
動
の
強

化
な
ど
総
合
的
な
施
策
を
推
進
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
、
総
理
府

（
当
時
）
に
置
か
れ
た
地
域
改
善
対

策
協
議
会
は
「
同
和
問
題
の
早
期

解
決
に
向
け
た
今
後
の
方
策
の
基

本
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
意
見
を
政
府
に
具
申
。
こ
の

中
で
、
21
世
紀
を
人
権
の
世
紀
と

位
置
づ
け
、「
今
後
の
主
要
な
課
題

は
差
別
意
識
の
解
消
、
人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
の
救
済
、
各
種
格
差

の
是
正
」
な
ど
と
明
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
対
協
の
具
申
意
見
は
、

差
別
意
識
の
解
消
を
図
る
こ
と
に

関
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育

や
啓
発
活
動
を
踏
ま
え
、
全
て
の

人
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
て
い

く
た
め
の
人
権
教
育
、
人
権
啓
発

と
し
て
発
展
的
に
再
構
築
す
べ

き
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
な
お
結
婚
の

際
の
身
元
調
査
が
あ
り
、
近
年
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

差
別
的
な
書
き
込
み
と
い
っ
た
悪

質
な
情
報
が
氾
濫
し
、
部
落
差
別

が
ネ
ッ
ト
経
由
で
拡
散
し
て
い
く

傾
向
も
否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
直
視
し
て
制

定
さ
れ
た
の
が
「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
す
。

こ
の
差
別
解
消
推
進
法
は
第
一
条

で
、
部
落
差
別
が
現
在
も
な
お
存

在
す
る
と
規
定
し
、
そ
れ
は
「
許

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
、
さ
ら

に
、
そ
れ
を
「
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
部
落
差
別

が
決
し
て
許
さ
れ
ず
、
解
消
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
日
本
国
憲
法
に

照
ら
し
て
―
と
理
由
づ
け
て
い
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

部
落
差
別
解
消
に
向
け
た
市
町

村
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
国
と
共

に
「
教
育
及
び
啓
発
」
（
第
五
条
）

に
努
め
る
よ
う
に
改
め
て
規
定
さ

れ
ま
し
た
。
嘉
島
町
も
町
民
の
皆

さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
「
部
落
差
別

を
決
し
て
許
さ
な
い
」
と
い
う
強

い
思
い
を
お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
町
民
課
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

（
目
的
）

　

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報

化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る

状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
全
て
の
国
民
に
基
本
的
な
人
権
の
享

有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に

の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も

の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本

理
念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、

も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
基
本
理
念
）

　

第
二
条　

部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る

施
策
は
、
全
て
の
国
民
が
等
し
く
基
本
的

人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
い
の
な
い
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理

念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る

必
要
性
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

旨
と
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
教
育
及
び
啓
発
）

　

第
五
条　

国
は
、
部
落
差
別
を
解
消
す

る
た
め
、
必
要
な
教
育
及
び
啓
発
を
行
う

も
の
と
す
る
。

　

二　

地
方
公
共
団
体
は
、
国
と
の
適
切

な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る

た
め
、
必
要
な
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
部
落
差
別
の
実
態
に
係
る
調
査
）

　

第
六
条　

国
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に

関
す
る
施
策
の
実
施
に
資
す
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
、
部
落
差
別

の
実
態
に
係
る
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

��������
�������������

ご存じご存じ？？部落差別「解消推進法」部落差別「解消推進法」

決して許さない決して許さない

 強い思い持とう 強い思い持とう

同
和
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
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♪ School Entrance Ceremonies ♪

　The other day while talking to my mother by video 

call, I mentioned that I would probably have to wear a 

suit many times this week. My mother then asked me 

why. When I went on to explain that there were school 

opening Ceremonies, she looked confused and asked me, 

"What is that?" It being my second year here in Kashima, 

I found it difficult to explain.

　Staff Inauguration Ceremony, School and Kindergarten 

Entrance Ceremonies, Start of Term Ceremony, Start of 

Class Activities, Welcome Excursions, as well as social 

events outside of school such as New Years Parties and 

Welcome Parties, I am amazed how many of these events 

are simply not observed in Canada.

　During this most recent School Entrance Ceremony, I 

recalled the time when I became a high school student, 

going to school alone early in the morning, roaming the 

corridors of a big school while being a bother to the other 

classes, trying to find my classroom.

　Surely a School Entrance Ceremony is an event where 

existing students can welcome new students to the school, 

and where those new entrants can assume the feeling of 

having become a pupil, growing together alongside their 

peers. Japanese students must feel very reassured by having 

this kind of support around them.

　To the new students of Kashima, congratulations on your successful entrance! I will do my very best 

in our coming English classes together. Good luck, and I look forward to working with you from now 

on! Please treat me well!

♪　入学式　♪

　この間カナダにいる母とテレビ電話で話している時、

今週スーツを着る日が多いと私が話したら、母に「何

で？」と言われました。「入学式とかあるからよ」と

説明すると、母が「それは何なの？」と不思議そうに

聞いてきました。嘉島町で 2 年目を迎え、このような

学校行事があるのが私の中で当たり前になっていたの

で、説明が意外と難しかったのです。

　日本では、就任式、入学式、入園式、始業式、学級

開き、歓迎遠足、そして会社における新年会や歓迎会

など、カナダでは、ほとんど見られない行事がとても

多いことに驚きます。入学式の日、私がカナダで高校

生になった時、朝早く 1 人で学校へ行き、他のクラス

に迷惑をかけながら大きな学校の廊下を歩き回って自

分の教室を探していた高校生の自分を思い出しました。

　入学式は、在校生から歓迎の気持ちを伝えられ、そ

の学校の生徒になったという自覚を持たせ、同級生と

一緒に成長させる行事なのでしょうね。日本の子ども

たちは、心強い仲間がいていいなと思います。

　嘉島町の児童生徒と園児のみなさん、ご入学・ご入

園おめでとうございます。私は、みなさんと一緒に英

語の時間を一生懸命頑張って過ごしていきたいです。

これからよろしくお願いします！

 （４月 16 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

町内の小学校から嘉島中に進学した顔
なじみの子どもたちと再会
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佐藤　湖山（光一）

（鯰）

濱﨑　すみ子さん（高田） 伊藤若冲「魚群図」の模写

田上　琉衣さん（嘉島東小４年）

新
わ
か
め
頂
き
た
れ
ば
厨
に
は
潮
の
香
満
ち
て
海
原
想
う 

大
塚
シ
ズ
子

庭
隅
に
緑
明
る
き
蕗
の
薹と

う

春
の
光
の
な
か
を
眩
し
く 

川
原　

涼
子

土
ぼ
こ
り
ひ
と
つ
ま
と
わ
ず
掘
り
立
て
の
メ
イ
ク
イ
ー
ン
の
肌
が
つ
や
め
く 

北
澤
喜
美
子 

女
だ
け
五
人
で
泊
ま
る
人
吉
の
旅
館
九
階
こ
す
も
す
の
Ａ 

工
藤　

明
子

見
や
る
人
誰
も
居
ぬ
よ
な
思
ひ
し
て
手
折
り
て
来
た
り
野
辺
の
水
仙 

栗
﨑　

房
子

さ
よ
な
ら
と
声
を
か
く
れ
ば
一
斉
に
こ
ん
に
ち
は
と
言
う
学
校
帰
り 

境　
　

益
代

田
の
畦
も
畑
の
畦
に
も
せ
り
は
な
く
庭
に
生
え
た
る
三
葉
せ
り
摘
む 

津
出
ト
ヨ
子

木
蓮
の
蕾
を
突つ

つ

く
翠
い
ろ
目
白
か
鶯
か
ゆ
ず
ら
ぬ
夫
婦 
冨
永　

照
代

看
護
師
の
ま
た
来
ま
す
よ
と
そ
の
笑
顔
い
の
ち
育
む
明
日
の
糧
に 
西
岡　

幸
止

白
菜
の
値
段
ひ
と
玉
八
〇
〇
円
視
線
を
戻
し
み
な
通
り
過
ぐ 
橋
本
ユ
キ
子

身
を
寄
せ
て
浮
き
い
る
鷭ば

ん

は
群
を
と
き
岸
を
離
れ
る
近
づ
き
ゆ
け
ば 
本
住　

晴
美

丹
精
の
畑
の
畝
に
竹
を
差
し
ピ
ー
ス
が
好
き
と
春
を
待
つ
父 
山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

������

かかししままのの文化文化
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意

輪

　

震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小

会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

震
災
相
談
窓
口

４月の

　　 町長の動き
荒木町長談

１日 ・上島生産組合および農地水活動組織総会

２日 ・ 非常勤職員辞令交付　・辞令交付式　・庁内常会

 ・ 課長会議　・町村会辞令交付式　・熊本県防犯協

会連合会辞令交付式　・平成30年度教職員嘉島町

辞令交付および受入式　・上益城広域連合辞令交

付式　・佐藤嘉島町消防団長来庁応対

 ・嘉島町商工会来庁応対

６日 ・ 上益城地域振興局来庁応対　・上島老人会総会

 ・ 国民年金基金河津氏来庁応対　・熊本中央家畜保

健所長平野氏来庁応対　・熊本日日新聞野方氏来

庁応対　・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応

対　・芝原土地区画整理事業協議　・九州農政局

来庁応対

８日 ・上六嘉区総会　・滝河原区総会　・上島区総会

 ・公明党熊本県本部第４回熊本県復興会議

９日 ・課長会議

10日 ・ 熊本県都市局長来庁応対　・肥後銀行嘉島支店長

来庁応対　・嘉島西小学校入学式　・国土交通省

熊本河川国道事務所長来庁応対　・嘉島中学校入

学式　・熊本県警生活安全部長来庁応対

 ・宮崎県土地改良事業団体連合会来庁応対

11日 ・ 消費生活相談員辞令交付　・熊本県共同募金会来

庁応対　・嘉島幼稚園入園式　・かしま健康ネッ

トワーク来庁応対　・熊本県くらしの安全推進課

来庁応対　・国民年金基金理事会、同代議員会

 ・熊本県町村会歓迎会

12日 ・ 全国交通安全運動町長巡視　・熊本県警本部長来

庁応対　・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進

協議会事務局来庁応対　・熊本県都市計画課来庁

応対　・ＨＩヒロセ来庁応対

 ・嘉島町消防団幹部会議

13日 ・宮崎県土地改良事業団体連合会訪問

14日 ・ 熊本地震追悼式　・静岡県知事サントリー視察同行

 ・嘉島町商工会青年部会総会

15日 ・熊本地震益城町追悼式

17日 ・ 課長会議　・アルファ山本氏来庁応対　・熊本銀

行嘉島支店来庁応対　・熊本県土地改良事業団体

連合会来庁応対　・熊本県後期高齢者医療広域連

合来庁応対　・上益城地域振興局来庁応対

18日 ・ 熊本県防犯協会連合会来庁応対　・自衛隊家族会

役員会

 ・ 熊本県共同募金会配分交付式　・イオンモール西

日本開発部長来庁応対　・緑川の日実行委員会

19日 ・ 嘉島町進出企業連絡協議会役員会

 ・熊本県日本調理技能士会各会員表彰受賞祝賀会

 ・嘱託員会議、同歓送迎会

22日 ・上益城消防本部管内消防団親善ソフトボール大会

 ・下仲間区総会　・前川自民党県連会長就任祝賀会

24日 ・ 熊本県統計協会会議　・熊本県要望活動、同懇親会

25日 ・課長会議　・九州電力熊本東営業所長来庁応対

 ・ 嘉島町消防団小型ポンプ交付式

 ・嘉島町体育協会総会

27日 ・ 全国町村会政務調査会委員会

 ・全国町村会政務調査会

 ・全国町村会正副会長会

29日 ・緑川の日一斉清掃　・緑川流域会議発足式

30日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え

て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

木
柑
子
孝
治　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

孝
行　

様　

　

甲
斐
原
明
徳　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

綾
女　

様

　

小
田
ひ
と
み　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

鍋
田
ハ
ツ
エ　

様

　

野
村　
　

孝　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

武
廣　

様

　

園
田　

賢
兒　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

設
子　

様

　

川
野　

寛
治　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

秋
義　

様

 

４
月
13
日
現
在

風
薫
る
季
節
を
前
に
、
嘉
島
町
は
こ
れ
か
ら
の

町
づ
く
り
に
と
っ
て
心
強
い
〝
仲
間
〞
を
迎
え
ま

し
た
。
上
仲
間
に
工
場
進
出
さ
れ
た
国
内
屈
指
の

移
動
棚
メ
ー
カ
ー
で
有
力
地
場
企
業
「
金
剛
」
の

皆
さ
ん
で
す
。

落
成
式
に
引
き
続
き
、
田
中
稔
彦
社
長
と
共
に

臨
ん
だ
記
者
会
見
は
報
道
各
社
と
丁
々
発
止
の
や

り
取
り
。
厳
し
い
企
業
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、

わ
が
町
を
選
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま
ず
交
通

の
利
便
性
。
水
害
に
関
し
て
も
「
嘉
島
が
常
襲
地

帯
と
い
わ
れ
た
の
は
昔
の
話
。
今
は
デ
ー
タ
的
に

無
縁
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
長
年
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
き
た
河
川
改
修
の
取
り
組
み
が
実
を

結
ん
だ
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

「
金
剛
」
の
社
名
は
奈
良
と
大
阪
に
ま
た
が
っ

て
そ
び
え
る
金
剛
山
に
由
来
す
る
と
か
。
私
が
知

る
創
業
者
の
故
・
谷
脇
源
資
氏
は
ユ
ミ
子
夫
人
と

二
人
三
脚
、
常
に
高
み
を
目
指
し
た
挑
戦
者
で
し

た
。
そ
れ
を
引
き
継
が
れ
た
田
中
社
長
も
魅
力
あ

ふ
れ
る
企
業
人
で
す
。

 

（
５
月
１
日
）

「金剛」の田中稔彦社長と共に記者会見に
臨んだ荒木町長（左端）



広報かしま2018.5

28

発行所 嘉島町

発行人 荒木 泰臣
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発行日　平成30年５月11日

嘉島町の人口動態

平成30年４ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,303 人　

　男　　 4,527 人　

　女　　 4,776 人

世帯数　 3,501 世帯　（＋18）

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
ね
。
大
型
連
休
は
旅
行
や
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
遠
出
さ
れ
た
か
た
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
も
い
た
る
所
で
こ
い
の
ぼ
り
が
五

月
の
風
に
舞
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
し
た
。

　

さ
て
、
広
報
係
で
は
「
す
く
す
く

笑
顔
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
お
子
さ
ん

の
写
真
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
す
て
き
な
笑
顔
を

〝
お
裾
分
け
〞
願
え
ま
せ
ん
か
。

（
宮
）

　（＋10）

　（－ 1）

　（＋ 9）

　

嘉
島
町
の
歌
（
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
）
「
輝
く
ま
ち
で
」
は
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ィ
ス
ク
（
Ｃ
Ｄ
）
の
カ
バ
ー

デ
ザ
イ
ン
も
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
〝
水
の
郷
（
さ
と
）
〞
を
全

面
に
打
ち
出
し
た
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

清
ら
か
な
町
内
の
湧
水
を
捉
え

た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
。
こ
ん
こ
ん
と

湧
き
上
が
る
嘉
島
な
ら
で
は
の
清

水
の
勢
い
が
「
こ
れ
か
ら
の
町
の

発
展
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
」

と
町
の
担
当
者
。
作
成
の
詳
報
は

本
誌
８
面
に
。

〝
水
の
郷
〞
全
面
に

☎

 ご
両
親
：
廣
﨑
　
亮
太
さ
ん
、
麗
奈
さ
ん
（
鯰
）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの

場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

西　真依来（まいら）ちゃん　10歳

　　優亜来（ゆあら）ちゃん　8歳

　　理生（りせい）くん　5歳

嘉島町！　大好き♪姉妹なかよくすくすくおおきくなってね♥

廣﨑　笑愛（えな）ちゃん　２歳

平成29年9月10日生

　　　結心（ゆの）ちゃん

「菖蒲（ショウブ）」

坂本　文子さん（下仲間）

ご
両
親
：
西
　
雅
志
さ
ん
、
め
ぐ
み
さ
ん
（
鯰
）

ち
ぎ
り
絵

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン


